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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間（2016年４月１日～2016年６月30日）におけるわが国経済は、政府や日銀による経

済・金融政策を背景に緩やかな回復基調が続いているものの、英国の欧州連合（ＥＵ）離脱をはじめとする海外

経済への懸念など、景気の下振れリスクを内包しながら、先行き不透明な状況で推移しました。 

 情報通信分野におきましては、光アクセス等の固定通信関連工事は減少傾向が続くものの、「光コラボレーシ

ョンモデル」など付加価値をつけた新たなサービスの普及が期待されております。移動通信関連工事はＬＴＥ-

Advancedが本格化するなど、ブロードバンドを活用したスマートフォン・タブレット端末の普及によるモバイル

トラフィックの増加や高速化に伴うネットワーク環境の構築・整備等が進みました。 

 また、公共・民間分野におきましては、国土強靭化や地方創生を契機とした自治体等のＩＣＴ投資や、2020年

開催の東京オリンピック・パラリンピック等による首都圏再開発案件での電気設備工事、無電柱化工事の拡大、

老朽化した社会インフラの更改等、インフラ投資の加速が期待されるとともに、セキュリティ強化やマイナンバ

ー導入など、ＩｏＴ時代に迅速に対応するためのシステム投資も積極化するものと想定されます。 

 このような事業環境において、当社グループは2016年５月に発表した中期経営計画の新ビジョン「グループ総

力を結集し、トータルソリューションで新たな成長ステージへ」のもと、グループ一体で既存技術とサービスの

融合によるエンジニアリング周辺事業などの拡大により、事業ポートフォリオの再構築を進め、システムソリュ

ーション事業を第２の柱へ育成するとともに、コア事業である通信インフラ構築関連の生産性・品質向上や徹底

した効率化による収益力強化を図ってまいります。新たな取り組みとして、東京都立川市と共同で「メッシュ型

ビーコン」を活用した「ファーレ立川アート」のガイドアプリ制作と実証実験を開始したほか、法人のお客様向

けの光アクセスサービス「ＥＸＥＯ光」の提供を開始しました。当社が持つ通信インフラ構築技術やソフトウェ

ア開発技術など、様々な技術・サービスを融合させ、今後の成長が期待できる分野に積極的に取り組むことで、

より強固な経営基盤の確立に努めました。 

 加えて、2016年４月に施行された女性活躍推進法に基づく、女性の活躍推進に関する状況等が優良な「えるぼ

し」企業として、厚生労働大臣より最上位（３段階目）の認定を受けました。当社グループは、働きやすい職場

環境の整備と多様な人材の採用・育成・登用により、ダイバーシティーを推進してまいります。 

 当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、受注高は692億４千７百万円（前年同期比 104.4％）、

完成工事高は531億８千５百万円（前年同期比106.6％）となりました。損益面につきましては、営業利益は22億

７千２百万円（前年同期比 121.7％）、経常利益は23億７千８百万円（前年同期比 121.4％）、親会社株主に帰

属する四半期純利益は11億８千６百万円（前年同期比 99.2％）となりました。 

当第１四半期連結累計期間におけるセグメント別の概況は、次のとおりであります。 

①エンジニアリングソリューション

受注高につきましては、ＮＴＴグループ関連工事及び都市インフラ関連工事の受注が順調に推移していること

から、前年同期と比べ増加しました。完成工事高につきましては、都市インフラ関連の大型電気設備工事の完成

等により、前年同期と比べ増加しました。 

②システムソリューション

受注高につきましては前年同期と同水準となりましたが、完成工事高につきましては繰越工事の完成等により

前年同期と比べ増加しました。 

（２）財政状態に関する説明 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ300億６千万円減少し、2,082億４千１百万

円となりました。これは主に受取手形・完成工事未収入金の減少によるものであります。

 負債は、前連結会計年度末と比べ276億９千８百万円減少し、593億６千１百万円となりました。これは主に支

払手形・工事未払金の減少によるものであります。

 純資産は、前連結会計年度末と比べ23億６千１百万円減少し、1,488億７千９百万円となりました。これは主に

利益剰余金の処分、自己株式の取得及びその他有価証券差額金の減少によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成29年３月期の連結業績予想につきましては、平成28年５月９日に発表いたしました業績予想から変更はあ

りません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日。以下「回

収可能性適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間から適用し、繰延税金資産の回収可能性に関する会計

処理の方法の一部を見直しております。

 回収可能性適用指針の適用については、回収可能性適用指針第49項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、

当第１四半期連結会計期間の期首時点において回収可能性適用指針第49項(3)①から③に該当する定めを適用した

場合の繰延税金資産及び繰延税金負債の額と、前連結会計年度末の繰延税金資産及び繰延税金負債の額との差額

を、当第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加算しております。

 なお、当第１四半期連結会計期間の期首における、繰延税金資産（投資その他の資産）及び利益剰余金に与える

影響額は軽微であります。

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 なお、当第１四半期連結累計期間における営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に対する影響額は

軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円） 

前連結会計年度 
(平成28年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成28年６月30日) 

資産の部 

流動資産 

現金預金 16,244 20,462 

受取手形・完成工事未収入金 93,055 46,309 

有価証券 91 2,170 

未成工事支出金等 21,515 30,496 

その他 7,044 9,249 

貸倒引当金 △1 △0 

流動資産合計 137,950 108,687 

固定資産 

有形固定資産 

建物・構築物（純額） 20,615 20,296 

土地 34,370 34,119 

その他（純額） 4,844 4,855 

有形固定資産合計 59,830 59,271 

無形固定資産 

のれん 1,983 1,718 

その他 4,494 5,260 

無形固定資産合計 6,477 6,978 

投資その他の資産 

その他 35,407 34,503 

貸倒引当金 △1,363 △1,200 

投資その他の資産合計 34,043 33,303 

固定資産合計 100,350 99,553 

資産合計 238,301 208,241 
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（単位：百万円） 

前連結会計年度 
(平成28年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成28年６月30日) 

負債の部 

流動負債 

支払手形・工事未払金 37,629 21,784 

短期借入金 13,336 6,059 

未払法人税等 2,562 559 

未成工事受入金 3,255 4,071 

引当金 2,505 1,496 

その他 12,952 11,048 

流動負債合計 72,241 45,020 

固定負債 

長期借入金 2,413 2,243 

引当金 340 375 

退職給付に係る負債 4,809 4,828 

その他 7,255 6,893 

固定負債合計 14,818 14,340 

負債合計 87,060 59,361 

純資産の部 

株主資本 

資本金 6,888 6,888 

資本剰余金 7,939 7,957 

利益剰余金 147,004 146,068 

自己株式 △21,910 △22,585 

株主資本合計 139,922 138,329 

その他の包括利益累計額 

その他有価証券評価差額金 4,121 3,401 

為替換算調整勘定 28 21 

退職給付に係る調整累計額 6,671 6,648 

その他の包括利益累計額合計 10,821 10,071 

新株予約権 241 220 

非支配株主持分 255 259 

純資産合計 151,241 148,879 

負債純資産合計 238,301 208,241 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

（単位：百万円） 

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
至 平成28年６月30日) 

完成工事高 49,886 53,185 

完成工事原価 43,541 46,733 

完成工事総利益 6,345 6,452 

販売費及び一般管理費 4,478 4,179 

営業利益 1,866 2,272 

営業外収益 

受取利息 3 0 

受取配当金 139 186 

貸倒引当金戻入額 84 163 

投資有価証券交換益 － 203 

その他 126 224 

営業外収益合計 354 778 

営業外費用 

支払利息 22 14 

固定資産売却損 92 195 

為替差損 22 292 

その他 123 170 

営業外費用合計 261 673 

経常利益 1,959 2,378 

税金等調整前四半期純利益 1,959 2,378 

法人税等 757 1,179 

四半期純利益 1,202 1,199 

非支配株主に帰属する四半期純利益 6 12 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,195 1,186 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

（単位：百万円） 

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
至 平成28年６月30日) 

四半期純利益 1,202 1,199 

その他の包括利益 

その他有価証券評価差額金 291 △720 

為替換算調整勘定 △1 △15 

退職給付に係る調整額 41 △23 

その他の包括利益合計 332 △759 

四半期包括利益 1,534 439 

（内訳） 

親会社株主に係る四半期包括利益 1,528 436 

非支配株主に係る四半期包括利益 5 3 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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